
１．評価の手法等

２．事業種別ごとの修正件数一覧
【その他施設費】

３．修正評価結果一覧表

【その他施設費】

【船舶建造事業】

※早明浦ダム再開発事業（四国地方整備局）、中型巡視船350トン型建造（2隻）（海上保安庁）、海上保安学校環境改善等の整備（海
上保安庁）については、平成２１年１０月１５日に組み替えを行った平成２２年度予算概算要求に盛り込まれていないため評価書から
削除する。矢原川治水ダム建設事業（島根県）については、平成２１年１０月１５日に組み替えを行った平成２２年度予算概算要求にお
いて、新規建設移行への要求を見送ったことから評価書から削除する。

※ダム事業（直轄事業等）１件、船舶建造事業１件、海上保安官署施設整備事業１件については、平成２１年１０月１５日に組み替えを
行った平成２２年度予算概算要求に盛り込まれていないため評価書から削除する。ダム事業（補助事業）１件については、平成２１年１
０月１５日に組み替えを行った平成２２年度予算概算要求において、新規建設移行への要求を見送ったことから評価書から削除する。

○平成２２年度予算概算要求の組み替えに伴い、新たに評価を行った事業
　　・該当なし
○平成２２年度予算概算要求の組み替えに伴い、内容を修正する事業

事 業 名
事業主体

総事業費
（億円）

評　　　価

小型巡視艇
20メートル型
建造（4隻）
海上保安庁

13
整備しようとする巡視艇は、速力、夜間監視能力等の警備能力が強化されてお
り、銃器をはじめとする密輸･密航事犯やテロリスト等の侵入等の未然防止に的
確に対処できる。

海上保安庁
装備技術部
船舶課
（課長 浅野富夫）

担当課
（担当課長名）

事業区分 新規事業採択箇所数

　　船舶建造事業（内容修正） 1

　　合　　　　計 1

・海上警備業務
・海上環境保全業務
・海上交通安全業務
・海難救助業務
・海上防災業務
・国際協力・国際貢献業
務

平成２２年度予算に向けた新規事業採択時評価について

事業名 評価項目

評価を行う
過程におい
て使用した
資料等

担当部局

海上保安庁
船舶建造事業
<巡視船艇>

評価対象を整理した上で、右のような海上保安業務
需要ごとに、事業を実施した場合（with）、事業を実
施しなかった場合（without）それぞれについて業務
需要を満たす度合いを評価するとともに、事業により
得られる効果について評価する。

414

009039
タイプライターテキスト

009039
タイプライターテキスト

009018
テキストボックス
※本資料は、国土交通省ホームページで公表されている評価結果を複写したものである。

表16－４－ｂ　平成22年度予算概算要求に係る個別公共事業の新規事業採択時評価結果一覧（21年11月公表）




